
奈良県立民俗博物館の
展示室一時休止

－民俗資料の収集・保存のこれまでと今後の方向性－



所在地：大和郡山市矢田町５４５
（県立大和民俗公園内）

設立 ：昭和４９年１１月１０日
規模 ：建築面積 ４,６４２㎡

延床面積 ６,３５４㎡
地下１階、地上２階

構造 ：鉄筋コンクリート造

奈良県立民俗博物館は、26.6haに及ぶ広大な大和民俗公園内にあり、
奈良に暮らす人々が改良と工夫を重ねながら伝えてきた、大正から昭和初期の生活用具や
農具、国重要有形民俗文化財の「吉野林業用具と林産加工用具」などを、わかりやすく展示

外観 展示室

本館収蔵庫

奈良県立民俗博物館の概要
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○昭和49年（1974年）の開館時の資料は7,566点

○高度成長期における生活様式の急速な変化に伴い、様々な民具が消滅する危機感から、
積極的に資料を収集

○緊急避難的に中古プレハブを設置し、収蔵庫として活用
（昭和６３年（1988年）２棟、平成５年（1993年）１棟）

○平成11・１２年（1999・2000年）に博物館敷地内にプレハブ収蔵庫を１棟ずつ建築

○平成20年（2008年）に旧高田東高校、平成26年（2014年）に旧郡山土木事務所への
資料仮置きを開始、それに伴い中古プレハブを平成27年（2015年）に撤去

○平成24年（2012年）からは収集抑制を強化

収 集 の 経 緯 ①
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H12（2000）
プレハブ収蔵庫１棟建築

S49
（1974）

開館当初
７,５６６点

R6
（2024）

現在
約45,000点

H19
（2007）

約40,000点

S62
（1987）

約20,000点

H5
（1993）

約27,000点

H15
（2003）

約31,000点

H29
（2017）

約45,000点

H23
（2011）

約42,000点

S63（1988）
プレハブ収蔵庫（中古）２棟設置

H5（1993）
プレハブ収蔵庫（中古）１棟設置

H11（1999）
プレハブ収蔵庫１棟建築

H20（2008）
旧高田東高校
に資料仮置き

H26（2014）
旧郡山土木事務所
に資料仮置き

H27（2015）
プレハブ収蔵庫（中古）３棟撤去
→現在２棟

収集抑制強化
（H24）

H26（2015）
奈良の瓦作り用具（県指
定）を受入

収 集 の 経 緯 ②
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収蔵箇所 面積 点数

本館収蔵庫 720㎡ 24,000点

敷地内プレハブ 333㎡ 6,000点

旧郡山土木事務所 594㎡ 12,000点

旧高田東高校 2,028㎡ 3,000点

合 計 3,675㎡ 約45,000点

収 蔵 箇 所 の 状 況
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全国の博物館の約６割が
「ほぼ満杯もしくは入りきらない」状況

特に郷土系博物館は、総合博物館に次いで
その割合が高い。

全国の博物館の収蔵状況①
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【参照】 令和元年度 日本の博物館総合調査
（公益財団法人日本博物館協会）

全国の博物館の収蔵状況②
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都道府県 館名 収蔵状況 資料点数 備考

滋賀県立
琵琶湖博物館

H8開館
非公表

民 俗：約1１,５00点
その他：約7１5,３00点（※）
面積：872㎡

※登録数。その他は、動物、植物、歴
史、地学等
Ｒ２年度リニューアル

京都府立
丹後郷土資料館

S45開館
ほぼ満杯

民俗：約８，０００点
その他：約110,000点
面積：２００㎡

館外保管庫２、プレハブ４他にも保管
R8年度リニューアル予定

京都府立
山城郷土資料館

S57開館
ほぼ満杯

民 俗：約５,０00点
考古、歴史：約5６,０00点
面積：６５９㎡

大阪市立
大阪歴史博物館

H13開館
ほぼ満杯

民 俗：約７，４００点
その他：約１４０，５００点（※）
面積：２，１２６㎡

※その他は、歴史、芸能等

兵庫県立
歴史資料館
S58開館

ほぼ満杯
民 俗：約９，７００点
その他：約２７０，４００
面積：１,１７８㎡

高校空き校舎にも保管
Ｒ５年度リニューアル

和歌山県立
紀伊風土記の丘

S46開園
ほぼ満杯

民 俗：約7,000点
考 古：約50,000点
面積：２６５㎡

プレハブにも保管
Ｒ10年度リニューアル予定

近畿の民俗博物館の収蔵状況
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「博物館の収蔵スペース不足」という全国が先送りにしてきた共通の課題に、
奈良県が全国に先駆けて果敢に取り組み、

「民俗資料の収集・保存」の奈良モデルを策定し、実行する。

「民俗資料の収集・保存」の奈良モデルの内容

１．民俗資料のDX推進
２．専門家の協力を得て収集・保存ルールを策定
３．大学・博物館等やボランティアの協力を得て資料整理を促進
４．多様な主体による資料保存・活用
５．国への要望

今 後 の 方 向 性
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
１．民俗資料のＤＸ推進

３Ｄ技術を積極的に導入し、デジタルアーカイブ化を促進

■民俗資料の３Ｄデジタルスキャン
■３Ｄデジタルアーカイブ化（３Ｄ画像と出自情報、材質情報等とのリンク）
■３Ｄデータを用いた調査、研究
■３Ｄデジタルアーカイブや収蔵庫の３Ｄマップのインターネット公開
■現物保存に替わる３Ｄデジタル保存の導入

今 後 の 方 向 性
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
２．専門家の協力を得て収集・保存ルールを策定

（仮称）「民俗資料収集・保存方策検討委員会」を設置

構成
民俗学、博物館勤務経験者等の有識者で構成

設置目的
・民俗資料の収集基準の策定
・民俗資料の現物保存とデジタル保存の基準の策定
・民俗資料の除籍規定の策定
・民俗博物館の収集、保存、除籍の状況に関する審議

今 後 の 方 向 性
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
３．大学・博物館等やボランティアの協力を得て資料整理を促進

①大学や博物館等との連携
・連携内容（想定）
今後の資料保存・活用の方法の協同研究（３Ｄデータや機器の共有化等）
文化財保存修復系の学生等による資料整理の補助の受入

②ボランティアの募集
・業務内容（想定）
データベースへの入力作業（民俗資料の写真撮影を含む。）
データベースと現物との照合作業

今 後 の 方 向 性
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
４．多様な主体による資料保存・活用

民俗博物館で保存しないと判断された民俗資料は、市町村や民間等に譲渡し、
有効に活用

地域ぐるみで保存・活用
県内市町村で保存・展示
県内教育機関で保存・活用

民間で有効活用
全国のホテルや古民家レストランなどで民具を有効活用

今 後 の 方 向 性
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「民俗資料の収集・保存」奈良モデル
５．国への要望

①国庫補助金（文化庁）
・重要有形民俗文化財以外の民俗文化財も対象とした、収蔵スペース不足を解消するために
要する経費（収蔵庫の増改築に要する経費等）に対する国庫補助金の制度創出
・民俗文化財の調査に対する国庫補助金の予算確保
・博物館のＤＸ推進に対する国庫補助金の制度拡充、予算確保

②地方債（総務省）
・収蔵庫の増改築等の経費に充当する地方債（地域活性化事業債）に係る交付税算入率
（３０％）について、収蔵資料の整理と併せて行う場合にあっては拡大（５０％）

③全国共通の課題に対する助言と財政支援（文化庁）
・全国共通の課題である収蔵スペース不足への対応についての助言

今 後 の 方 向 性
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市町村等での
保存・展示を
検討

市町村等
への譲渡

希望者へ
の譲渡

譲渡先がない
民俗資料の
廃棄

（デジタル保
存済み）

民俗資料の
３Dデジタル
アーカイブ化

(デジタル保存)

公募

照会

収集ルール
（※）内

保存
展示

譲渡先
なし

受入市町村
なし

※ Ｒ６～R７年度に策定予定

収集ルール
（※）外

・大きな破損あり

・大きな破損なし

民間での
有効活用を
検討

現有の民俗資料の整理のプロセス（イメージ）
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敷地内プレハブ倉庫、旧高田東高校、旧郡山土木事務所に保管しているスペースを新たに確保する場合の想定費用

【建築費用】
約1,７00㎡（延床面積：テニスコート６．５面分）×約227,000円/㎡（※１）＝約3億9千万円

【設備費用】（※２）
資料保管のための空調設備＝約１億３千万円
資料保管のための棚設置＝約４千万円
資料移動のための人荷用エレベーター＝ 約４千万円
その他、基礎工事、配電、給排水管等＝約４千万円

【土地費用】
約1,５00㎡×約100,000円（※３）/㎡＝約１億５千万円

（建築費用＋設備費用＋土地費用）＋税＝合計：約８億７千万円

⇒県立高校の約５６カ所のトイレがピッカピカに！！

県立高校トイレピッカピカ５か年計画（３５３カ所）
※１ 鉄骨造構造・倉庫建設の場合の想定単価
※２ 国土交通省新営予算単価を参考
※３ 大和郡山市内の地価公示価格を参考

収蔵スペース不足を新築で解消する場合のコスト
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ランク 基準 点数

1 1,908

2 2,394

奈良県立民俗博物館　収蔵品の概要

県指定文化財
牛耕用具・瓦作り用具・大和万歳

（３件）

資料内容

国指定文化財
吉野林業と林産加工用具

（１件）

吉野林業と林産加工用具（国指定重要民俗文化財）

奈良県の牛耕用具（県指定） 奈良の瓦作り用具（県指定） 大和万歳資料（県指定）

資料－１



金魚養殖関連資料

農業生産用具 奈良晒、大和木綿資料

資料－２



ランク 基準 点数

奈良県立民俗博物館　収蔵品の概要

コ

レ

ク

シ

ョ
ン

化

資

料

その他の

コレクション

・大和の仕事着、裁縫雛形、挽茶用

具、奈良茶碗、奈良団扇、大和売薬、

吉野漆器、奉献絵馬、呪符、教科書、

雛人形　等

6,6974

資料内容

奈良茶碗 大和売薬資料

雛人形

大和の仕事着 絵馬

資料－３



ランク 基準 点数

1,852

一般資料

資料内容

奈良県立民俗博物館　収蔵品の概要

未分類・未登録資料

5 23,290

・服飾、食器、家具

・農耕、山樵、養蚕、染織等生業関係

・乗物、通信、旅行

・看板、引札、証文

・防災、贈答、戦争

・祭礼、呪術、奉納

・芸能衣装、仮面、楽器、遊具、玩具

・冠婚葬祭、育児
武者人形
（19C前半）

饗食用具

駕籠（かご） 和算関係資料

育児

資料－４



○旧高田東高等学校

唐箕（とうみ）（穀物を上部逆三角から通し、風力で砂や塵などと分離する） 写真①



○旧高田東高等学校

踏車（ふみぐるま）
（田へ揚水する道具。水車を足で踏み、回転させることで、低所の水路から高所の田へ水を汲み揚げる。） 写真②



○旧高田東高等学校

足踏み脱穀機など（収穫した稲穂から籾を落とす道具） 写真③



○旧高田東高等学校

除草機（水田の中の雑草を刈る道具） 写真④



○旧高田東高等学校

竹カゴ（竹で出来たカゴ。収穫した作物を運ぶためなどに用いられる。） 写真⑤



○旧郡山土木事務所

鉄砲風呂、人力車など（鉄砲風呂…火を燃やしてお湯を温める釜が付属している風呂桶）
写真⑥



○旧郡山土木事務所

踏車、箪笥など

写真⑦



○旧郡山土木事務所

箪笥

写真⑧



○旧郡山土木事務所

駕籠（かご）（棒の両端を人が担いで人を運ぶ乗物。乗る人物の身分などによって使用できる種類が分かれる。）

写真⑨



○旧郡山土木事務所

長持（ながもち）（衣類や寝具の収納に使用された長方形の木箱）

写真⑩



○旧郡山土木事務所

民具の部材

写真⑪



○旧郡山土木事務所

箕（みの）

写真⑫



○旧郡山土木事務所

書籍（明治～昭和初期）

写真⑬


